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3壇
l03
142
25
41
6富 lO
75
152
273
〔戸河内町教育委員会編『戸河内町史・通史編・下』（同町、2001年〕304頁。〕
　表4から、第一に戸河内町内の7つの尋常小学校には1933年度から1940年度までの8年間に、計273名の朝鮮人
子女が転入してきたこと’がわか乱年度別で見ると、i937年度は52－2％、193呂年度は24・6％を占めている。
　学校別で見ると、打梨尋常小学校が152名（55・7％）、戸河内尋常小学校が75名（27・5％）と、二校の比率
が圧倒的に高い。1933年の21名、19ヨ侮の12名’は王泊ダム、下山発電所工事に従事した朝鮮人の子女であろ㌔
1937年、ユ93呂年に転入朝鮮人児童数が多いのは、後述する打梨発電所、土井発電所に従事した朝鮮人の子女と
思われる。
3・打梨発電所工事、土居発電所工事と朝鮮人労働者
（1）発電所工事の概要
広島電気は王泊ダム・下山発電所の竣工に続けて、’さらに太田川水系吉和川に打梨発電所と立石ダム、さら
r50一
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にその下流に鱒溜ダムと土居発電所建設を計画した。↓流の打梨発電所、立石ダムは鹿島組が、下流の鱒溜ダ
ム、土居発電所は森本組が各々工事を受注した。’
工事はまず、太田川の支流吉和川をさかのぼゲ山県郡声河内町打梨の西方3㎞の押ケ峠に立岩ダ今（堤高
64m、堤長179m、堤体積14万mヨ、重力式コンクリFトダム）を築造す乱立岩ダムの貯水を取り入れ、吉和
川の右岸を約3kmの水圧鉄管で打梨発電所まで導水し、ここで2万10qOkWを発電するものであった亨囲さらに・
打梨発電所の下流に鱒溜ダムを築き、これを約3・5㎞の燧適で下流の土居発電所に導き、最大出力呂OOOkWを
得るものだった。蝿打梨発電所と土居発電所の電力は呉海軍工廠へ送電するものであり、広鳥・電気は軍部の要
望にこたえるために工事を急いれすでに広島電気は1930年から呉工廠、広島工廠への電力供給を開始してい
た。餉
　上流の工事を受注した鹿島組は1937年4月に着工し、19ヨ呂年12月に竣工した。竣工金額は全51万円である。輻
鹿島組は広島出張所（山県郡戸河内町）を設置した。担当は取締役渡辺喜三郎、’主任相川重三郎であり、その
下に小林八二郎、城塚孝雄など18名の社員がいた。・主任の棚11は広島市に常睦していたため・小林が事実上翠・
場を指揮し、立岩ダムは城塚が担当した。鹿島組は、堰堤取水□、隆道、・調圧水槽、発電所基礎・水圧鉄管路・
変電所敷地、放水路燧道、その他の発電所工事を一括施工しれ闘
　工事開始後め1937年7月、盧溝橋事件により日申戦争は全面戦争に拡大した。向年12月の「南京陥落」際、
鹿島組は山中で提灯行列をおこなった。鹿島建設の杜史では、．「工事量の割に工期は比較的短く、そのうえ日
華事変突入の初期に当り、工事用資材、労務者募集等万全とは言いがた」かったという。帥工事を指揮した小
林も「時局柄、応召に次ぐ応召で若手中堅社員の不足に悩まされ、労務者不足も重なり士事促進には苦労した」
と回顧している。ω
　労働者について、鹿島建設の社史は「人夫募集には相当苦労したが、堰堤の人夫は比較的動揺もなく落着き
を宗していた」魍としか記載して’いない。しかし、実際にはこれ以前の大田川での工事と同様に、大量の朝鮮
人労働者を使用したのである。この工事のため、19ヨ7年s月現在、’二千数百名の朝鮮人労働者が戸河内町の打
梨発電所建設現場に集まったという。闘当時、戸河内町の人口は約7000名であり、大量の朝鮮人労働者は多く
の問題をもたらした。突然の大規模な発電所建設をめぐり、戸河内町民は「衛生、産業の両面の補償」を求め
て・広島県庁に陳陪したという。由おそらく環境破壊・朝秤人労働者の出現によって多くの混乱が生じ羊こと
を予想したためであろう。’
　工事申に架空索道の支柱が倒壊するという大事故が発生した。工事では戸河内町の郊外から立岩ダムサイト
まで、延長9㎞の安全索道によるセメント輸送を行なった。ところが、ダム左岸の山頂にある索道の緊張所動
力室が火災によ’り、メイ・ンワイヤーロープ（32ミリ）が焼き切れた。このため、数基の架空索道用の支柱は将
棋倒しとなった。セメント輸送が途絶したため、索道復1自までセメント輸挙はトラック輸送に切り替えた。動
力所火災のおり、消火にか’けつけた鹿島組の作業隊は引き続き、索適全般にわたり復旧工事に従事した。陶
　工事申の死傷事故も確認できる。1939年2月6日、打梨発電所工事の第ニトンネル隆道コニ事中、朝鮮人工夫2
名、日本人工夫1名が削岩機を使用して作業していたところ、ダイナマイトが突然爆発し、2名は死亡し、1名
が負傷した。鯛
　2ヶ所のダム、発電所建設工事には多数の朝鮮人労働者が集まっれ人口約70000名の戸河内町では、「電気
工事の’ため二千数百の半島人が入町、町内で到るところ半島語が話さ’れまるで半島のようだ」碗といわれてい
る。二つの発電所建設工事における朝鮮人労働者の実態を見てみよう。
　鹿島組が施工した上流の立石ダムペ打梨発電所建設に関して、一日本人は朝鮮人労働者の状態を次のように
回顧している。「堰堤工事ですか。あれは厳しい’どころじゃなあ。それでも辛うてかなわんけん逃げますと、
逃げても逃げても山奥じゃけえ死にます。適を見つけて逃げりゃ兄張り・に見つかっ下半殺しの目にあう」と語
ってい乱また、「夜逃ぎょうする人をかくまった事くらいはあります。にぎりめしをこしらえてくれいうけ
え、うちのおふくろなんかあ何人もやったし’・います。といのは下山から上にあがって道路を通りゃあ見張人が
ついとるけえ、山’へ上って女鹿平から下りて・う’ちによったら．しいです」固と、逃亡者が多かったことを語って
いる。
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　森本組の請負金額は62万向5000円であ．り、組員の渡辺留吉が主任となった。工事は「日中戦争の影響で資材
や労働力が不足、価格や労賃もまたたく闘に値上がりして、大いに苦しめられた」樹とい㌔森本組が施工し
た下流の鱒溜ダム、土居発電所に関して、一日本人は次のように証言してい孔森本組は、鱒溜、田吹、段な
ど3ヶ所で、同時に作業進めた。田吹の工事は配下の香川が担当した。香川班は工事期間中、民家の数軒を借
りて事務所とし、田吹』llをはさんだ南東側に大きな飯場を2，3棟建てた。田吹には食堂や商店がないため、朝
鮮人女性は本郷や加計に食糧の買出しに行ったり．、行商の商品を購入して、日常晶や食糧品を入手しれ田吹
川の川原は朝鮮人たちの調理・洗濯の場として弄■」用された。付近の住民は朝鮮人がモツを川原の石の上で踏ん
で煮て食ぺたり、洗濯する姿を見たという。由旬
（2）・朝鮮人労働者の移動実態
　打梨発電所で工事に従事した朝鮮人労働者の移動実態の一端を明らかにする史料として、打梨尋常小学校
『学齢児童異動簿』（打梨小学校所蔵）がある。帥11937年度に戸河内町内の打梨尋常小学校に転入してきた児童
は、朝鮮人103名、日本人70名である。『学齢児童異動簿」には、朝鮮人の児童103名の名前、保護者の姓、保
護者の職業、本籍、前住所、転入月日、転出先、転出日が記載されている。とのため、朝鮮人労働者の移動の
実態を明らかにする上で貴重な史料といえる二もちろん朝鮮人労働者の場合、一般的には単身者が多かったと
恩われ、また家族持ちでも子供が尋常小学校以上の年齢やそれ以下の年齢の場合、この記録には含まれない。
このため、この丁学齢児童異動簿」は実態を．正確に反瑛したものとはいえない。ただ、こうした史料上の限界
はあるものの、従来は「聞き取り」史料しかなく、一工事現場への朝鮮人労働’者の出入りを具体的に記録した
史料が存在・しない現時点では、一定の意味をもつと考え乱
　第一に、家族数を確定してみる。朝鮮人児童103名の内’、2人兄弟・姉妹が2呂組、3人兄弟・姉妹が2組あり、
残り42名は子供1名である。つまり、この史料には計η家族が記載されている。72組の内、70組は父が保護者
．となっているが、1名は保護者が「母」とあり、1名は保護者が「伯父」とあ乱この「母」の職業は「商業」
とあり、工事現場での商晶売買で生計を立てていたのだろう。
　第二に、72名g保護者の姓を見てみる。
表5　朝鮮人保護者の姓
姓 人数
17
11
朴
徐
沈．
曹
孔
慎
一52一
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　　　　　〔戸河内町教育委員会編『戸河内町史　通史編　下」（同町、200I年）・．305～306頁。〕
表5のようピ、李が17名と最も多く、次い七金、朴、鄭、申、徐などとなる。全体では、24の姓が見られる。
第三に、転入の時期を見てみる。
表6　朝鮮人児童の転入時期
閉7年
193呂年
合計
5月
6月
7月
呂月
9月
lo月
l1月
12月
1月
2月
3月
保護者
12
11
72
〔戸河内町教育委貝会編『戸河内町史・通史病・下」（向町、2001隼）305～306頁。〕
　表6のように、転入時期は1937年に51家族、193冨年に21家族となる。工事開始後・朝鮮人労働者はほほ一定
の問隔で打梨発電所建設現場に来ていることが明らかである。ただ・酷寒の12月■月に移動したのは一例の
みである。
　第四に、保護者の本籍を見てみる。
表7朝鮮人保護者の本籍
　　本籍地　　　保護者
　慶尚南遺　　　μ’
　慶尚北道　　　　14
　全羅南道　　　1o
　全羅北道　　　　1
　，忠、清南道　　　　1
　　大丘r府　　　　1
　　釜山府　　　　　1
　　合計　　　　　72
〔戸河内町教育委員会編丁戸河内町史・通史編・下』（同町、2001年）30卜306頁。〕
　表7から克ると、圧倒的に多いのが、慶尚南道の仏名．（61％）であ乱これに第2位の慶尚北道まで加えると・
合計5君名となり、君〇一6％を占めている。1910年時とは異なり、朝鮮人移民はすでに慶尚甫道と密接な結びつ
きを持っていたことがわかる。全羅商道の13・9％もかなりの高率であ乱これに対して・北部の道が全くな
いことが注目される。
　第五に、前住所を見てみる。
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表8　朝鮮入保護者の前住所
朝鮮内
地域
慶尚南道
保護者
I9
慶尚北道
全羅南道
忠清南道
釜山府
大邸府
日本内 奈良県’
静岡県
長野県
和歌山県
兵庫県
・新潟県
福井県． 1．
大阪府
京都府
山□県
広島県内 加計町 ’7
安野村
双三郡 章
戸河内町
吉坂村
広島市
合計． 72
〔戸河内町教育委員会編丁戸河内町史・通史編・下』（同町、2001年）’305～306頁。〕
　表5のように・72家族の前住所を大きく分ける’と、朝鮮内31名（43・1％）、日本の他県22名（30r6％）、広
島県内I8名（25－O％）となる。全体の約43％が朝鮮から初めて日本を訪れて、しかもいきなり広島県の内陸
部にまでやってきてい乱これは朝鮮から先に広島県に移住していた人々と彼らがいかに密接なつながりを持
っていたかを伺わせるものである。
　また・約31％は日本国内の奈良・．静岡・長野・和歌山・兵卒など1O県カ；ら現場にやってきている。一工事現
場に実に広範な地域から労働者が集まってきたことがわかる。奈良県が8名と多いのは、1935年10月から1937
年10月まで鹿島組．と森本組（下請〕が奈良県内で宇治川電気の長殿発電所エ事を施工していることに関連する
と思われる。胸長殿発電所工事が終了した後、鹿島組、森本組の両組とも朝鮮人労働者の÷部を運れて広島県
に移ってき．たのであろう。
　25％を占める広島県内の場合、前住所は大多数が戸河内町の近隣である。いずれも直前に水力発電所工事を
行なった地域である’。朝鮮人労働者が太田川筋の工事を追って上流あ現場にやってきたことを推定できる’。広
島市からの肇動が少ないのは・朝鮮人であったも土木工事ド従事じた階層と、都市に定着した階層と大きく異
なることを示唆しているように思う。
　第六に、保護者の職業を見てみ‡う。
表9　朝鮮人保護者の職業
職業
土工
土木
土方’
保護者
2君
15
14
農業
商業
一54一
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土木請負業 ・1
製造業
目稼業
料理屋業
未記入
合計 72
〔戸河内町教育委員会編『戸河内町史・通史編・下』（同町、2001年）30ト306員。〕
　「土工」、「土木」、「‡方」の違いが、具体的な職能の違いを意味するかどうかは不明であ乱しかし・これ
らを同一のものとみなし、さらに’「土木請負」1名まで含めれば5冨名・80・6％にも達す乱ごく少数の「商業」・
「製造業」、「日稼業」、「料理屋業」などは・建諜現場の仕事に付随するものと思われる口
　第七に、転出先を見て争る。
表10朝鮮人保護者の転出先
朝鮮内
地域
慶尚南道
保護者
20
慶尚北道
全羅南道
全羅北道
釜山府
広島県内 戸河内町
加茂郡広村
広島市
徳山市
加計町
可部町
日本国内 山口県
長野県
大阪’府
大阪市
奈良県
兵庫県
行方不明
空欄
合計 72
〔戸河内町教育委員会編丁戸河内町史・通史編・下』（同町、’2001年〕皇Oト306頁。〕
　第一に、転出先が朝鮮33名、広島県内1睾名、日本の他県9名と、朝鮮への帰国が多いことである。これは前
住所が朝鮮であった31名とほぼ同数である。この数字が実態を反映しているとすれば・短期出稼ぎの比重がか
なり高いといえる。
　第二1こ、朝鮮から打梨尋常小学校区内に移った31名の転出先を見ると・朝鮮がI5名・牢島県内が6名・空欄
が缶名、日本の他県が2名、行方不明が2名である。つまり、打梨発電所の1工事のみで朝鮮に帰ったのは15名
（4呂・4％）にも達する。
　第三に、広島県内に転出した朝鮮人は1冨名であり、前住所が広島県内だったものI8名と同数である。このう
ち12名は近郊の戸河内町、加茂郡広村、加計町、可都町などに移り、広島市の3名・徳山市の3名は都市部へ流
れていっている。第四に注目されるのは、「行方不明」4名、空欄8名と・計12名（I6・7％）が現場から忽然と消
え去っていることである。とれは現場の事故で死亡したのか、あるいは現場から逃亡した者と考えてよかろ㌔
　打梨発電所工事に従事した朝鮮人労働者の労働・生活の実態は・残念ながら不明である。・これらの一端をう
かがわせる聞き取り史料を通じて、広島県内の朝鮮人土建労働者の生活を見てみ’よ㌔
一55一’
　広島県内で土木工事に携わった朝鮮人呉鳳寿は、次のように回想している。「中国電力株式会社（広島電
気三広瀬）が火力発電所こしらえると、．人夫集めしとったんじゃ。わしの姉さんら大林組が工事請けたんじゃ
が、この下部屋での、段とりみて、人夫集めしとった。この工事、まる二年かかったんじゃ。ああ、下部屋二
飯場やら・所帯持ち・集まって牟ら朝鮮部落できたん㌫女子どもら千人ぐらいおったじゃろう。朝鮮人、み
んな仕事捜しておるけ、何か工事あると、はあ、あっちからこっちから集まってきての、朝鮮から女房、手ど
も呼んで所帯もち・だんだんふえるんじゃ」鯛と、朝鮮人の集団が大きかったことを明らかにしている。
　子どもの目から、広島県内の土木工事現場の生活はどのようなものに映ったのだろうか。朝鮮人孫斗八は
1925年に慶尚南道陳川郡で生まれ、・1933年頃叔父に運れられ広島県呉市に着いた古彼は叔父3人と飯場を転々
としながら成長した。彼は次のように．回想している。「朝鮮の家にくらべろと、バラック建の土建飯場嘩家の
うちにはいりませ和。そこにうごめく朝鮮人たちは・人間という・より動物に近い感じがしたものです。ぼくは
そういう飯場を渡り歩きなずら学校に通いま←た。あるときは叔父たちと小さい一室にくらし、あるときは、
そういう人たちと一緒に寝起きもしました。ニンニ’クの匂いをさせるので、学校に行くと二日本人の子どもえ
ちはにげてしまう」帥1と、厳Lい生活ぶりを藷ってい乱
　朝鮮人姜小竜は1927年に朝鮮で生まれ、1931年に広島に渡ってきた。「おやじは土方でしたよ。バカ正直で
のんデえで、一生うだつがあがらなかった人生でした。ぽくが日本にきてから、おやじの後ついで、転々、放
浪生活でしれだから、自分の・家というものがない。工事現場、現場へ流れていきますからね。現瘍の仮小屋
に半隼、長いときは一年、二年、そこの工事おわるまで佳んで、また、’次の工事現場、移っていくんです。子
どもら、学校も行けんでしたよ」蝸と、移動にあけくれた生活を回想している。
　朝鮮人郭福」1噴は192S年・東京の非多摩の拝屋で生まれた。父親は土方だった。彼女は過去を次のように述べ
ている。「私らの小さい頃の記憶は、山の申の生活、飯場生活よね。こっち（広島＝広瀬）へ来てからは、父．’
は土方、母は賄いの手伝いをしよったよ。石川や富山や新潟を転々としたよ。．山の中を「もうちっとじゃ、も
うちっとじキ」と嘘言うてね・ずっと歩かされた記憶があるんヰ。歩いて行きよるとね・工事現場の飯場が一
杯たっとってね、山から流れて来る水を飲料にしたり、大きな釜でご飯を炊いて、皆が来て食ぺたりとか、そ
ういうことを覚えとるねえ。山の申で一杯おじさんがおって、父が大人同士で話しょろのを聞くとね、「来た
らだまされて」とか、「連れて来る時の話と違うとった」みたレ．・なことをよう言い．よったみたいよ」㈹と語っ
ている。
　打梨尋常小学校『学齢児童異動簿jの分析を通して、朝鮮、目本の他県二’広島県内から打梨発電所工事に参
加し、さらに工事終了後は朝鮮、広島県内、目本の他県へと移動していったことがわかる。初めて日本に釆た
家族も工事終了後ド約半数が朝鮮に帰’国しているように、一回の日本滞在期聞が極めて短い家族も多かったの
である口つまり、朝鮮人労働者は日本国内だけを移動していたのではなく、朝鮮と日本とを頻繁に往復しなが
ら・親族や一族から土木工事開始の情報を受けて、工事現場に集合する事例が多かったと思われる。
おわりに
　以上、広島県内への朝蝉人労働者の移入と定着の過程を、太田川電源開発を中心に見てきた。これら・を通し
て、次のことを明らかにした。
　第一に・191g年時点におけ争広島県内朝鮮人数は41名である。これらの出身地は慶尚南道をはじめ、9道に
またがり、．出身地は多様であづた。また、職業は、土方6名、漁莱5名、女子学生3名とあるように、かな．り広
範囲であった。朝鮮人の居住地は呉市、安芸郡、広島市などの瀬戸内海沿岸部分に隈定されていた。
　第二に、1920年代から1930年代にかけて広島真内の鉄道工事、道路工事、軍工事、水力発電所工事の増加に
ともない、朝鮮人労働者は広島県内に拡大していった』特に、太田川水系での水力発電所工事が下流から上流
」に遡っていくにつれ・・朝鮮人労働者も太田川の沿岸に土建労働者として従事し・さらには定着していっれ
　第三に・立石ダム・打梨発電所工事、鱒溜ダム・土居発電所を取り上げ、朝鮮人労働者の移動の実態を『学
齢児童異動簿』’を使って明らかにした。．これによれば、工事開始とともに朝鱗内、’日本国内、広島県内の22地
域から労働者が集まっている。児童の保護者の出身は約61％が慶尚南道であり、この時点で広島県と慶尚南適
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の結びつきが強まっていたと恩われる。’児童’の保護者の約81％が土木であるものの・これ以外に農業・商業な
ども伴っている。工事終了後、保護者の約44％が朝鮮に帰国し、25％が広島県内に移って行っている・’また・
「行方不明」や空欄が約17％もあり・これらは現場で死亡するか・逃走す．る串合が多かったことを想定でき乱
　では、こうした水力発壷所工事に従事した朝鮮人労働者がどんな理由で、どのような経緯で広島市や呉市な
どの都市部に定着しそいったのであろうか。’今後の研究課題にしたい。
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